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青山地先}〈脅幾た議j犠構つ露撲な

品
叫
柑
怖
吋
ず
蜘
町
長
宮
本
一
元
ニ

収
入
及
、
び
支
出
の
状
況

ム
ハ
僚
の
帥
村
総
会
計
と
一
般
会

計
四
総
予
暢
外
務
一
知
機
況
や
一
白
五

十
五
万
三
千
田
U

戸
日
夜
印
悶
い
の
陥
民

間

m
に
つ
い
て
は
、
子
算
執
行
計

}
闘
に
蕊
い
て
、
総
め
て
田
口
沼
山
に

杭
ね
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
濁
後
畿
の
機

然
も
震
予
定
し
た
牧
市
尚
子
中
学
校

持
仏
、
@
孜
氏
十
万
悶
什
台
湾
僚
が
繰

ら
れ
ず
、
階
級
去
十
万
年
に
滅

的
制
金
及
び
脚
内
出
鼠
た
求
め
て
、
ム
ハ

料
紙
内
佐
伯
悌
明
時
期
を
au
う
予
援
で
あ

る
ゆ
で
、
惨
殺
ニ
一
十
周
年
震
に

は
叫
執
行
さ
れ
ま
必
ん
。

な
お
、
常
時
的
役
浴
余
計
に
お

い
て
、
知
町
債
百
五
十
方
向
主
総

一
品
開
問
総
附
則
余
悶
十
数
万
阿
川
が
一
二

万
一
一
一
十
一
日
明
伺
を
に
お
い
て
は

絞
納
制
さ
れ
て
お
ち
ま
せ
ん
の
で

と
の
合
計
時
間
が
、
防
総
帥
刑
酔
闘
争
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と
一
機
会
払
射
の
資
金
繰
与
に
附
制

け
ら
れ
て
、
約
川
和
十
の
紋
M
L

二
十

五
柿
慨
が
竣
工
い
た
し
て
お

9
ま

す
。
と
の
防
債
及
び
綴
抽
附
金
は

間
関
係
均
一
吋
め
の
決
定
を
み
て
い
る

の
で
、
余
計
約
鋭
的
り
衣
料
月
中
川
司

ま
で
に
は
収
獄
事
れ
ま
す
。

昭
和
三
十
間
同
年
度
か
ら
紛
れ
九

に
絞
け
ら
れ
た
関
民
慾
家
保
険

及
び
椀
問
機
議
機
は
、
判
部
及
び
手

数
料
収
入
が
開
制
約
に
の
び
て
お

り
初
年
変
色
し
て
は
悩
納
期
消
な
収

総
と
い
え
ま
す
。
支
出
拘
叩
聞
に
お

い
て
も
、
ね
附
険
加
入
品
也
帯
金
戸

に
体
温
計
な
制
批
品
討
す
る
γ
?申
島

〈
現
在
配
付
品
市
》
で
あ
り
、
皆

さ
ま
が
た
の
協
力
が
実
令
緩
ん

だ
も
の
匂
ナ
。
一
般
会
計
の
才

入
は
然
一
淡
・
宏
、
オ
山
山
は
第
二

車
引
を
、
会
終
刷
刷
会
計
の
才
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は
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( 4 ) 加、耐!

東
蕊
中
部
地
区

総

合

間

限

発

一
七
、
五

0
0術
庁
ニ
ニ

筒
、
九

O
七糊町

一
、
丸
一
組
制
庁

ハ鮎削〉一一
m
閥
、
三
一
一
二
町
二
二

察
局
樹
職
務
入
契
約
由

拙
脚
絡
に
つ
い
乞

緩
や
枕
供
用
mし
て
い
る
策
用
自

抑
制
寧
が
考
材
約
し
て
、
胎
夜
間
聞
に
燃

え
な
い
状
態
な
の
で
、
次
の
と

お
守
交
関
契
約
を
綴
絡
し
よ
う

と
守
る
も
の
で
す
。

制
内
約
の
相
相
手
方

千
潔
策
本
品
i

帯
保
十
五
議
総

千
細
部
日
媛
品
、

1
b
p
l
v
a
k

品
刊
憎
拙
者
夜
間
同
淡
行

契
約
金
制
鱗

}
ム
紘
一
宮
弐
万
ぷ
命
令
持

品

名-wグ
品
v
y
h
z
F
9
ツ
タ
デ
ヲ
ア
h
r
w《

叫
間
同
開
品
工
民

常
一
線
地
制
加
予
暢
#

今
憶
の
泊
閣
総
側
側
は
首
六
十
八

万
台
キ
悶
け
で
、
当
初
予
算
と
合

せ
ま
す
k
、
一
億
二
千
ご
後
六

十
七
万
九
千
五
一
段
門
に
な
ち
ま

す
.
添
加
の
品
開
裾
棋
は
、
蜘
町
民
税

務

組

合

設

立

さ

る

の
拙
蹴
鈍
踊
品
川
双
十
万
悶
川
、
附
関
定
資

蜘
脱
制
射
の
繰
幾
分
七
十
八
万
必
チ

出
口
、
渦
潮
時
持
論
肌
鯵
議
榔
閥
申
常
付
金
の

開
同
十
万
開
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
関
闘
の
鴻
削
船
側
献
は
、
問
問
問
先
一
円

八
十
八
修
館
棋
の
改
良
ヱ
泰
一
時
間
負

金
に
四
十
万
問
、
却
僻
索
時
刑
判
闘
の

燃
料
仙
掛
R
A
温
む
二
万
六
千
円
、
僻
恥

気
帯
同
情
開
ハ
ウ
ス
由
一
協
加
剤
約
に
五

万
田
川
、
東
官
崎
市
平
総
地
区
総
合
問
問

資
金
難
の
お
庖
は

時
判
後
手
町
中
小
公
然
資
金
貸

付
に
づ
い
て
は
、
前
勢
で
お
知

ら
ぜ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ザ
胤
悶
月

一
時
か
ら
業
務
・
攻
隊
仏
側
い
た
し

ま
し
た
a
中
小
企
業
務
で
、
官
智

悌
憎
資
金
に
お
阿
国
み
の
か
た
は
、

液
凝
な
さ
ら
ず
お
然
緩
に
、
品
問

入
れ
の
取
込
み
を
し
て
〈
だ
さ

い
。
皆
さ
ま
の
お
出
で
を
お
終

ち
し
て
お
り
ま
す
@

。
袋
品
目
隊
隊
A
V

ザ
件
に
つ
考
古
一
十
万
円
以
内

。
鎌
抽
出
制
判
暗
中
。

日
4
v
t
…
持
問
}
…
緩
以
内
ハ
後
径

約
会
合
h
M
V

。
品
質
付
制
制
緩

O

六
ケ
同
月
前
脚
上
日
ヶ
年
以
内

A
V
縫
境
問
方
油
開
。

何
月
欲
、
そ
の
的
陣

。
録
麗
人
A
V

本
町
内
に
プ
ゲ
年
以
上
引
絞 町

の
金
融
で
N
N

き
同
町
仲
院
し
、
独
立
の
生
叫
則
合

後
必
然
澄
絞
り
の
あ
る
者
二

名
以
上
@
た
だ
し
鎖
線
に
よ

号
必
惑
と
さ
れ
ま
せ
ん
。

次
の
場
合
神
体
、
削
開
獄
隣
人
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
唆
ん
。

。
旧
情
玄
僚
級
(
留
品
剛
尉
〉

品
郡
町
議
会
議
員
門
州
問
ヱ
会
員

を
品
開
〈
〉
お
よ
び
町
役
務
時
制

島
崎

A
V
曲
叩
込
手
続
者
。

由
申
込
綴
1

智
出
幾
状
態
肉
食
憎
滑

に
所
要
事
補
慌
た
知
山
入
し
、
納

税
、
資
笈
議
問
問
機
安
添
え
て

本
人
が
勾
銭
安
待
券
の
上
司
、

棋
監
察
議
v
h
崎
潤
出
闘
し
て
く
叫
ん
事

い
。
た
を
、
旅
抽
閥
、
飲
食
腐

の
場
合
は
、
営
業
務
湾
総
の

写
、
会
社
の
場
合
は
、
需
品
紙

の
等
、
貸
借
対
一
線
淡
、
試
算

表
彰
添
付
し
て
く
だ
普
い
。

樹
棋
柑
問
中
部
抽
鵬
蕊
総
会
開
問
酷
刑

務
務
総
会
申
股
立

こ
の
事
務
総
合
法
、
柏
市
、

我
孫
子
肘
町
、
流
出
向
待
、
初
回
潟
村

の
m
出
ゲ
時
間
前
吋
品
料
で
設
け
る
も
の

で
、
建
設
機
絞
っ
グ
レ
ー
ダ
ー
〉

使
用
に
よ
る
道
路
稔
織
に
演
す

る
事
務
会
共
開
問
勉
惑
で
日
付
う
も

の
で
す
。
な
も
官
、
将
来
は
住
民

福
絞
め
た
め
に
必
一
突
な
総
策
θ

検
討
、
捻
官
職
h
k
m
揖
途
と
し
て
を

内
ま
す
。

会
同
制
山
中
捌
糊
光
線
務
総
品
協

会
社
申
設
中
品
似
体
う
畿

致
附
脚
力
信
関
寸
蕊
決
議

本
府
内
液
晶
邦
準
制
見
沼
水
燦
側
同
辺

の
緩
光
開
発
に
つ
い
て
、
制
蹴
縁

努
力
中
で
あ
っ
た
余
世
間
本
観
光

開
開
発
株
式
会
社
の
滋
立
を
岡
持
る

に
い
た
っ
た
の
で
、
本
町
議
会

は
、
と
れ
が
議
議
の
総
数
と
卒

暢
期
実
現
に
つ
い
て
、
岳
ぃ
一
世
照
的
問
v
h

協
力
を
し
よ
う
と
い
う
組
問
国
自
の

決
議
で
あ
り
ま
す
@
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第
一
回
追
加
予
算
は
百
六
十
八
万
七
千
円

州
去
る
関
月
二
十
六
日
午
約
九
時
か
ら
第
三
綴
耐
臨
時
町
議
粂
が
岡
聞
か
れ
、
級
品
義
一
一

両
饗
絞
め
帥
相
乗
、
液
緩
や
柑
部
地
区
叫
絡
会
開
発
官
常
務
総
合
の
設
立
、
繁
一
一
泌
追
加
制
予
叩
一

一
日
築
、
申
十
世
体
淡
の
変
更
稿
料
び
学
名
の
新
数
、
策
用
率
鱗
入
後
約
の
務
総
、
念
日
同
本
叫
一

…
町
観
光
開
開
発
株
式
会
社
の
設
乏
に
伴
う
誘
致
協
力
に
相
関
す
る
拘
伏
後
の
五
件
沖
合
、
ぃ
一
一

↑
日
ず
れ
も
際
祭
ど
お
れ
ツ
可
決
し
、
附
川
口
口
開
閉
会
い
た
し
ま
し
た
の
で
醐
開
制
棋
に
ど
胡
朝
食
向
…

一

目

し

ま

す

。

山

一

学

時

協

議

会

後

潔

お

よ

び

向

常

務

梁

総

会

食

加

問

品

置

に

百

十

丸

事

各

会

新

設

ね

つ

い

て

万

六

千

湾

、

千

葉

i
成
問
!
時
刊

本

年

五

月

一

段

か

ら

殺

後

守

派

手

掛

晶

化

係

官

鴻

綴

成

周

期

説

Am備制

金
ご
万
五
千
田
け
に
附
世
間
m
さ
れ
ま

す
a

な
お
、
一
衆
道
中
附
部
地
区
絡

会
開
発
事
謙
抑
制
令
負
担
金
の
夜

十
九
万
六
弔
問
は
、
粉
、
流
山
出
、

初
悶
湾
、
時
叫
添
市
ず
の
二
期
一
一
附
町
山

村
刊
で
共
関
内
総
入
ず
る

F
v
l
ダ

ー
の
災
担
料
金
で
す
。

1
2
t
‘e
r
t
，‘eEz--p
，E
J宝
tze・9h

研一川町一一昨一聴い憾の募集…

r
:
3乞
3
3
2
3
3
3‘--ltte-43

昭
和
一
日
十
玄
年
度
蔵
村
建
設
青

年
時
怖
を
次
mw
後
僚
に
よ
h
v
拶
察

し
ま
す
の
で
、
品
相
鵠
摺
轡
は
盗
殺

諜
ま
で
お
申
込
み
下
事
い
@

〈
〉
槻
噛
読
牧
市
市
官
向
野
合
冊
間
七
}

〈
〉
荻
鋒
人
員

的
問
刑
務
澄
一
一

O
S哨
〈
北
海

叫
議
入
総
務
、
出
口
営
V

M

例
措
体
外
廷
コ

O
名
門
液
晶
ホ

労
務
者
、
夜
米
移
住
者
〉

〈V
応
募
資
総
満
十
八
才
以
上

日
一
一
十
才
中
京
地
胸
の
独
身
男
子
の

か
た
。
学
研
郎
日
帖
開
問
い
ま
せ
ん

。
申
申
込
胤
傾
斜
方
法
、
中
級
醐
制
緩
、

ふ
諮
問
問
者
調
調
融
機
、
健
袋
一
診
断
融
機

時
間
燦
簿
、
戸
時
欄
総
本
各
二
週

と
手
札
梢
m
k半
身
混
ぜ
威
一
一
枚

役
作
成
し
側
慨
出
闘
し
て
下
惑
い

〈
〉
滋
滋
学
科
稔
隊
、
体
絡
検

査
、
機
械
慌
選
考

〈
〉
側
嗣
書
棚
騨
同
州
五
月
二
十
回
同

〈
〉
教
管
制
関
商
鵡
持
組
叩
隊
編
成
後

約
…
ヶ
年
間
関

M

間
務
総
は
議
後
嗣
締
へ
お
問
問
い
令

殺
く
だ
さ
い
。



、
災
孫
子
‘
成
附
問
没
後
て
4
2

誠治
v
h

滋
ず
る
関
鉄
泌
総
硝
燃
は

災
派
手
釈
に
て
九
%
盤
抑
制
鰍
を
A
A針

崎
町
淡
水
制
陣
内
に
、
ま
た
子
議
一

献
に
お
い
て
録
係
拙
純
金
総
裁

納
献
を
合
せ
て
策
家
総
内
に
通

ず
る
磁
訟
で
滋
淡
な
制
閥
的
縦
で

あ
る
e

送
時
吋
時
阿
部
川
闘
の
ゆ
棋
大

と
家
噛
加
工
業
柏
崎
殺
の
品
府
側
鱗
的
併

な
ぬ
M
択
に
伴
い
、
住
宅
の
品
務

総
に
よ
り
通
勤
、
通
学
は
も

ち
ろ
ん
二
級
旅
客
、
貨
物
の

翰
滋
は
と
み
に
議
似
し
、
特

に
剖
朝
夕
の
制
蹴
砕
絡
は
一
前
回
瓶
聞
広
絡

し
て
い
ま
す
。

‘
鞠
儲
仲
山
科
学
の
批
判
務
付
州
、
内
父

鴻
端
的
州
問
国
間
を
一
変
し
、
今
や

出
向
附
問
機
織
に
お
い
て
も
品
約
迷

気
仙
閥
単
の
制
刊
削
聞
が
金
品
加
の
必

閣
制
緩
件
・
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
る
に
、
今
な
お

原
始
的
な
淡
災
後
閣
議
に
よ

っ
て
変
、
迭
を
余
儀
な
く
寄

れ
る
朝
刊
状
は
、
お
よ
そ
時
吋
代

に
そ
ぐ
は
な
い
姿
℃
あ
り
ま

す。制限
線
的
絞
り
出
組
組
紫
紺
開
迭
は

首
都
の
近
郊
に
あ
る
と
い
う

地
越
的
鋭
的
品
ぷ
み
り
、
首
都

続出
V

整
然
也
結
成
は
、
附
闘
の
炎

糊端部艇は剖
4

前
年
惑
と
出
慨
を
一
に
し

榊
臨
ん
仏
へ
む
綴
件
付
は
、
本
州
地
拙
棋

の
み
な
ら
ず
川
同
家
的
聞
に
も
緩

め
て
大
な
る
ι
も
の
が
あ
号
室

す。
て
本
沿
線
一
時
幣
伸
弘
、
綿
散
副
付
な

由
同
然
美
を
忽
殺
し
、
そ
の
眠
軒

続
殺
か
な
続
問
拙
翰
は
広
く
役

人
的
慾
い
の
場
で
あ
担
、
な

お
、
滋
総
域
内
に
は
金
図
的
闘

に
官
制
点
制
な
成
剖
不
動
尊
を
仏
矧

め
議
陣
内
総
胤
制
緩
笈
畑
帯
血
臨
時
相
昨

き
大
霊
場
も
多
く
、
ま
た
、
援

と
若
駒
の
名
所
三
岡
品
開
胤
綴
料

牧
場
等
の
由
民
間
出
を
や
心
と
し

た
側
関
光
客
N
H
年
々
治
加
の
叫

後一なれん

8
9、
年
間
五
百
万

人
会
綴
え
る
淡
況
で
あ
れ
ツ
ま

す
が
、
と
れ
絡
の
観
光
客
安

田
岡
欽
の
み
に
よ
れ
ツ
凶
日
制
慣
に
議

送
す
る
こ
k
は
出
問
綿
織
で
お
静

ま
た
、
途
中
乗
脇
慌
の
不
制
服
と

時
間
的
不
脱
出
W

慌
の
た
め
淡

成
後
帥
獄
、
相
簡
単
ん
バ
見
の
料
開
m

-
な
ふ
術
後
九
地
〈
さ
れ
て
お
。
、

都
心
よ
れ
ソ
の
借
間
滅
。
後
化
は
大

衆
叫
織
的
織
す
る
紛
で
す
。

本
輔
献
の
祭
政
仰
に
よ
っ
て
、
事

ら
に
抗
出
設
の
綴
光
資
制
糊
の
糊
開

発
と
炉
栄
に
多
大
の
市
対
与
を

な
や
J

も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す

本
榊
略
化
畑
山
幾
鮒
時
油
田
入

千
幾
世
抑
制
獄
絵
会
翁
録

。
鶴
岡
隊
問
。
滋
組
問

問
ノ
ぎ
蕊
吋
眠
拭
噛
輪
開
脇
村
娘

。

議

長

8

轍
剛
附
同

期
隅
々
日
野
町
長
成
削
岡
市
制
発

グ

総

長

ue

噛隅誕持

母
綴
村
栄
栄
尉
町
宮
常

グ
悌
糊
脇
陣
。
n

韓
問
張

本
裁
村
議
'
向
叩
欄
間
脚
町
長

。
輯
闘
世
寓
グ
鱗
附
晶
偶

然
孫
子
耐
町
発
下
総
町
発

グ

議

長

グ

鵡

醐

嗣

獄

中
〈
品
京
酌
吋
島
民

H
O

蛸繊世間
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「
正
し
い
歩
行
い
と
「
安
全
運
転
い

全
国
交
通
安
全
連
動
始
ま
る
(
同
日

i
郡
日
〉

ザ品
m
A
十
六
日
か
ら
五
月
二
十

五
円
泊
ま
で
の
十
日
関
昨
日
、
夕
、
怒

鳴
抗
告
山
級
品
則
が
全
国
闘
い
っ
せ
い
に

行
わ
れ
ま
す
。

と
の
波
数
め
悶
跡
的
抑
紋
、
滋
帥
附

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
殺
に
対

し
て
‘
交
逐
叫
埠
蛸
闘
の
潟
制
問
・
政
ち

な
が
し
、
亙
し
い
変
遜
の
後
綴

と
、
開
問
係
者
に
よ
る
よ
り
よ
い

炎
治
綿
潔
墳
の
実
現
を
羽
し
、
交

判瑠の出演品川
k
問
、
戒
を
回
開
る
こ
と

に
あ
れ
ツ
ま
ナ
。

人
命
が
い
か
に
鵠
怖
い
も
の
で

あ
る
か
、
家
殺
に
よ
る
wm
務
の

こ
一
絡
田
市
が
、
何
縄
入
金
品
問
に
ど
ん
な

一
に
か
悲
惨
な
影
畿
を
与
え
る
か

…
を
よ
く
考
え
て
い
た
だ
き
、
人

一
も
慈
も
地
紙
h

ツ
合
い
の
務
執
押
に
部
組

ぴ
一
し
て
、
総
務
な
滋
一
討
を
し
な
い

一ζ
と
が
、
戦
数
時
抑
止
主
交
遂
の

一
内
務
化
に
後
も
ふ
〈
綿
同
一
な
と
と
で

一
あ
り
ま
す
。

あ
一
こ
の
運
動
安
よ
争
叫
抑
制
対
あ
ら

一
し
め
る
た
仏
り
に
は
、
創
刊
と
い
っ

…
て
も
後
さ
ま
が
た
の
受
議
官
淵
綴

;
一
端
綿
織
織
の
出
向
上
主
交
適
法
制
棋
の
滋

領
土
す
災
臨
慨
に
よ
る
協
力
が
必
裂
と

一
な
っ
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

一
す
。
昨
年
ゅ
の
波
誠
峰
雄
哨
数
件
数

-
L
は
、
務
微
な
も
の
を
会
め
ま
す

け

μ
一
と
、
全
隠
で
三
十
七
万
鮮
に
も

一
途
し
て
お
担
、
幾
多
附
則
前
怖
い
人

?
坊
が
炎
わ
れ
て
お
静
ま
す
。

一
内
法
判
鴻
安
全
運
動
期
間
中
w
h

開問

一
ら
夕
、
歩
行
者
は
「
廷
し
い
歩

一
行
い
索
、
明
鳩
転
者
は
「
由
民
会
遂

一
緩
い
な
糾
別
行
し
て
、
い
ま
わ
し

い
交
調
閣
議
放
な
な
く
す
よ
う
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
お
も
な
る
滋
滋
点

安
次
に
掲
げ
て
、
品
目
さ
ま
が
た

の
拙
問
中
〈
な
ど
協
力
を
お
緩
い
い

た
ナ
し
だ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

描撒齢制緩
A

九
四
銭
議
点

。
除
行
す
ベ
者
機
筋
で
は
必
ず

除
行
す
る
こ
と
。

。
然
越
な
追
越
し
ゃ
附
抑
制
対
務
総

を
し
な
い
こ
k
e

紛
巡
総
す
る
持
や
速
い
転
中
は
総

品
川
に
飲
猶
し
な
い
こ

k
.

。
然
総
務
遂
鉱
山
砧
協
和
対
に
き
喰

な
い
と
主
。

。
疑
絞
れ
ツ
澗
端
部
執
安
し
な
い
と
主

選
総
w
h
斜
悦
楽
す
る
前
に
は
充

分
休
む
と
か
、
淡
い
輸
出
?
に
燦

く
な
っ
た
ら
鯵
み
し
て
後
夜

十
d

る
と
と
。

。
綴
折
、
右
折
、
位
付
古
都
、
徐
行

線
合
間
闘
の
時
制
再
引
を
す
る
と
と

。
腕
附
切
り
絡
に
お
け
る
安
全
稼

認
の
た
め
の
二
時
持
率
を
励

行
す
る
と
主
。

。
本
論
刊
の
宛
食
後
蜘
聞
h
f
励
行
す

る
こ
と
e

o交
遼
信
号
、
ゆ
{
胤
組
側
関
絞
殺
よ

く
み
て
、
こ
れ
を
よ
〈
榊
織
内
す

す
る
と
と
。

。
沙
刊
行
務
総
村
に
品
初
出
品
用
品
獲
の
滋

品
川
の
抑
間
後
没
す
る
ζ

と。

歩
幅
制
緩
内
的
総
議
点

。
~
亭
品
研
噛
鳴
の
ぼ
削
別
の
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
必
ず
が
a

滋
を
巡
行

十
る
と
と
。
成
制
仰
の
な
い
滋

除
、
中
制
刷
刊
を
歩
く
こ
k
e

。
拙
腕
叫
剛
品
伊
滋
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
必
f'尚
樹
齢
制
歩
遂
を
遇
措
行
ナ

る
と
と
@
な
い
と
と
ろ
で
は

左
右
の
後
念
安
情
略
叙
し
て
か

ら
、
淡
路
一
宮
綴
品
開
に
徽
断
す

る
乙
主
。

持
制
導
の
直
前
古
胤
後
お
よ
ぴ
絞
め

機
娠
を
し
な
い
と
と
。

。
劇
部
の
中
、
路
地
、
品
税
務
錨
サ
か

ら
、
劇
胤
に
滋
織
に
飛
び
だ
事

な
い
と
と
。

。
大
勢
で
淡
に
緩
ん
で
歩
か
な

い
こ
と
。

@
交
遠
鏡
惨
を
噺
脱
出
リ
ナ
る
こ
と

一
後
四
方
向
師
法
綴
潟

。
嚇
鳩
絞
前
、
運
転
中
に
神
料
、
明
職

制
船
端
刊
に
級
品
月
に
崎
弘
樹
掛
さ
せ
な

い
こ
と
。

。
滋
織
の
公
共
助
也
と
附
陣
溜
穣
保

か
ら
、
滋
織
を
日
小
涯
に
使
用

し
な
い
こ
主
、
佼
問
問
ず
る
鳳
制

令
沖
弘
、
議
路
管
制
哨
」
殺
の
許
可

也
管
受
け
る
ζ

と。

。
交
通
を
妨
げ
る
よ
う
な
隊
綴

崎
明
な
滋
に
放
置
し
な
い

ζ
k

o淡
路
樹
聞
か
ら
ニ
・
五
メ
1
ト

ん
以
下
の
低
い
所
に
着
綬
蹴
曹

を
と
れ
ソ
っ
け
な
い
こ
と
。

。
道
路
で
汲
ん
だ
れ
ソ
、
市
雄
ぽ
比
し

た
り
d

し
な
い
と
と
。

自
穣
言
募
集

総
和
三
十
五
年
度
第
コ
次
隊

ふ
滋
上
品
臨
空
自
衛
官
務
総
凝

昭
和
三
十
五
年
九
月
一
銭
漢

夜
十
八
才
M
M
ふ
二
十
五
'
才
未

満
の
者
で
夜
中
車
線
級
を
也
唱
す

る
者

。
山
中
学
校
卒
業
緩
疲
の
学
カ
セ

や
脅
す
る
も
の

。
受
付
欄
制
時
間

師
時
約
一
点
十
五
年
六
月
一

aか

ら
七
月
十
一
悶
ま
で

。
士
山
間
開
示
絞

志
願
書
を
役
場
に
出
向
ず
か
夜

終
的
措
方
惑
絡
務
へ
燃
し
て
く

だ
さ
い
e

士
郎
開
閉
議
は
総
務
糊
綿

に
為
ち
ま
す
。

。

然

縁

関
昭
和
一
一
一
十
況
年
七
月
十
七
尽

か
ら
七
月
一
斗
十
一
日
お
ま
で
に

行
い
ま
す
。

試
験
期
日
お
よ
び
絞
験
場
は

試
験
期
毘
読
本
人
に
滋
知
語

れ
ま
す
e

。
終
抑
制
神
仙
銑
陣
務
課
へ
お
問
い
府
間

せ
く
だ
惑
い

部ず

お買い下fい

持iず14
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